






























































































































































 PCに対する態度  PC操作技能
 PCに対する誤摺念
 発見と修正
図2インストラクタによる質問の効果(概念國
本研究の問題点
の研究の前提と
インストラクタの
さらに心理的背景の違融影響
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 第8章結論
聖C学習者の操作
 いといえよう。
・麗操作にトラブ
 安心感を与える。
・インストラク
 には翼に関する誤信念の修正
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 論文審査結果の要旨
我々は日常的
可欠な情報機器
学習者の技能向上
第1章は序論
第2章では、
は、ある対象
結果、PC操作
ラブルの生起
 無」やr以前との比較」といった視点で
第3章では、
要因モデル
学習者の統制
能に影響を及
には、学習者
 極的なものにしていくことの必要性を指摘している。
第4章では、
について質間
「PCが現在お
 明らかとなった。
第5章では、
果、説明者の
あることを確
話の主導権を渡す
第6章では、
たりする説明
を心理実験に
学習者が能動
とを明らかに
 重要で興味深い知見である。
第7章は総合考
 第8章は結論である。
以上要するに
析しっっ、学
明を促すこと
 ない。
よって、本論文は、博士(情報科学)の学位論文
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